
8月
臨時会 新たな4年間、始まる新たな4年間、始まる新たな4年間、始まる

２面	 ◆委員長報告など

３面	 ◆議案等の審議結果など

４～５面	 ◆一般質問など

６面	 ◆政務活動費収支報告

７面	 ◆議会人事

８面	 ◆議員一覧

　

令
和
４
年
６
月
越
前
市
議
会
定
例
会

は
、
５
月
20
日
か
ら
６
月
16
日
ま
で
の

28
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
案
２
件
、「
越
前
市

議
会
の
議
員
の
長
期
欠
席
等
に
係
る
議

員
報
酬
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」
の

制
定
な
ど
条
例
案
５
件
、
工
事
の
請
負

契
約
に
つ
い
て
の
一
般
議
案
１
件
が
提

出
さ
れ
、
本
会
議
に
お
け
る
質
疑
、
各

常
任
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
い
ず
れ

も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
専
決
承
認
案
４
件
を
承
認
し
ま
し

た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
越
前
市
議
会
議
員

選
挙
後
、
最
初
の
議
会
と
な
る
令
和
４

年
８
月
越
前
市
議
会
臨
時
会
が
８
月
１

日
か
ら
３
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
っ

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
で
は
、
正
副
議
長
の
選

挙
を
行
い
、
各
委
員
会
の
選
任
、
各
組

合
議
員
の
選
出
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案
１
件
が

提
案
さ
れ
、
本
会
議
の
審
議
、
委
員
会

の
審
査
を
経
て
、
採
決
の
結
果
可
決
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
議
員
選
出
監
査
委
員
の
人

事
案
１
件
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
７・８
面
）
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6月定例会

議案審議

■	

消
雪
設
備
を
新
た
に
設
置

雪
寒
地
域
道
路
整
備
事
業

１
億
３
４
１
１
万
７
千
円

　
　

消
雪
設
備
工
事
の
内
容
は
。

　
　

県
道
美
山
線
の
北
町
交
差
点
か
ら
国
道
８

号
の
塚
町
交
差
点
ま
で
を
つ
な
ぐ
市
道
の
消
雪

設
備
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
な
事

業
内
容
は
、
制
御
盤
等
の
取
水
施
設
の
整
備
と
、

消
雪
管
を
約
１
２
０
０
メ
ー
ト
ル
敷
設
す
る
計

画
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

工
事
期
間
は
、
令
和
５
年
３
月
末
ま
で
と

の
こ
と
だ
が
、
本
年
の
冬
期
間
に
は
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

　
　

従
来
通
り
の
機
械
除
雪
を
行
う
こ
と
で
、

冬
期
間
に
お
け
る
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
を

図
っ
て
い
く
。

■	

新
公
立
認
定
こ
ど
も
園
の
設
計
額
を
見
直
し

新
公
立
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

▲
６
億
８
４
８
３
万
４
千
円

　
　

新
公
立
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
が
減
額
補

正
と
な
っ
た
理
由
は
。

　
　

令
和
４
年
２
月
に
実
施
し
た
入
札
が
、
参

加
者
辞
退
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

辞
退
の
理
由
は
、
コ
ロ
ナ
等
の
影
響
に
よ
り
、
建

設
資
材
が
高
騰
し
た
こ
と
で
、
工
事
費
が
設
計

価
格
を
上
回
っ
た
た
め
と
想
定
さ
れ
る
。

条
例
審
議

■	

住
宅
借
入
金
特
別
控
除
等
の
変
更
に
伴

う
改
正

市
市
税
賦
課
徴
収
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

住
宅
ロ
ー
ン
の
減
税
措
置
と
な
る
省
エ
ネ

基
準
適
合
住
宅
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　

基
準
は
、
長
期
使
用
の
た
め
の
措
置
が
講

じ
ら
れ
た
住
宅
、
低
炭
素
化
に
資
す
る
措
置
が

講
じ
ら
れ
た
住
宅
、
断
熱
性
等
の
向
上
等
に
よ

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
収
支
が
ゼ
ロ
に
な
る

こ
と
を
目
指
し
た
住
宅
、
省
エ
ネ
性
能
確
保
の

た
め
の
設
備
等
が
基
準
に
適
合
す
る
住
宅
の
４

種
類
で
あ
る
。

問答問答問答問答 補
正
予
算
審
議

• 新型コロナウイルスワクチン接種事業
• 紫式部プロジェクト事業
• 燃油・肥料高騰緊急対策事業　ほか

一般会計　▲2億222万円の追加補正
（補正後総額 365億4,478万円）

6月補正予算

越前市会議録検索システム 検索

その他の審議については、
9月掲載予定の

会議録をご覧ください。

永平寺町「近助タクシー」

総
務
委
員
会

本
市
と
紫
式
部
の
関
係
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
を

　
　

Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
調
査
、
研
究
は
ど
の
よ

う
に
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
　

源
氏
物
語
ア
カ
デ
ミ
ー
と
協
議
、
協
力
し
な

が
ら
研
究
を
進
め
て
お
り
、
今
ま
で
に
蓄
積
さ

れ
た
知
見
を
改
め
て
活
用
し
、
本
市
と
の
ゆ
か

り
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
て
い
き
た
い
。

教
育
厚
生
委
員
会

物
価
高
騰
に
対
す
る
給
食
費
へ
の
対
応
は

十
分
か

　
　

今
回
の
補
助
額
で
、
今
後
の
物
価
上
昇
に

対
応
で
き
る
の
か
。

　
　

今
後
物
価
指
数
が
、
10
％
ま
で
上
昇
す
る

こ
と
を
見
込
ん
で
計
上
し
て
い
る
た
め
、
対
応

で
き
る
と
考
え
る
。
想
定
を
超
え
て
上
昇
す
る

場
合
に
は
、
再
度
検
討
を
行
う
。

他
の
報
告
事
項

◦�

環
境
に
配
慮
し
た
公
民
館
の
設
計
に
つ
い
て

◦�

新
公
立
認
定
こ
ど
も
園
設
計
額
見
直
し
の
妥
当

性
に
つ
い
て

◦�
ふ
く
育
応
援
事
業
に
つ
い
て

産
業
建
設
委
員
会

農
家
に
対
し
て
支
援
内
容
の
周
知
と
徹
底
を

　
　

支
援
を
知
ら
な
い
農
家
へ
の
周
知
方
法
は
。

　
　

支
給
業
務
は
Ｊ
Ａ
に
委
託
す
る
予
定
で
あ

り
、
対
象
者
が
漏
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
協

議
し
て
い
く
。

　
　

秋
以
降
も
燃
油
等
が
高
騰
す
る
と
見
込
ま

れ
る
が
、
今
後
の
予
算
方
針
は
。

　
　

今
回
は
春
の
作
付
け
作
業
に
対
応
す
る
た

め
の
緊
急
の
措
置
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
の
動
向
を
見
極
め

て
い
き
た
い
。

問答問答問答問答

■
議
会
活
性
化
特
別
委
員
会

　

本
特
別
委
員
会
は
、
令
和
２
年
３
月
定
例
会

で
の
設
置
後
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
洗
い
出

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
重
ね
て
き
た
。

　

平
成
22
年
に
制
定
さ
れ
た
「
市
議
会
基
本
条

例
」
の
検
証
お
よ
び
見
直
し
を
行
い
、
市
総
合

計
画
に
お
け
る
基
本
構
想
の
策
定
、
変
更
ま
た

は
廃
止
を
議
決
事
件
と
す
る
な
ど
、
一
部
改
正

を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
委
員
会
を
開
催

で
き
る
よ
う
に
「
市
議
会
会
議
規
則
」
お
よ

び
「
市
議
会
委
員
会
条
例
」
の
一
部
を
改
正
し
、

令
和
３
年
９
月
定
例
会
で
は
、
県
内
初
と
な
る

オ
ン
ラ
イ
ン
委
員
会
を
開
催
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
員
が
果
た
す
べ
き
職
責
を
踏
ま

え
、
市
民
の
信
頼
の
確
保
を
図
る
た
め
、
議

員
が
、
市
議
会
の
会
議
等
を
長
期
間
欠
席
し
た

場
合
等
に
、
支
給
さ
れ
る
議
員
報
酬
等
を
減
額

ま
た
は
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
越
前

市
議
会
の
議
員
の
長
期
欠
席
等
に
係
る
議
員
報

酬
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
６
月
定
例
会
に
て
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

　

ま
た
、
市
議
会
の
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、

市
議
会
が
市
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
市
政
に
届

け
、
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
行
政
課
題
に
対
し
、

十
分
な
討
議
を
行
い
、
議
会
機
能
を
維
持
向
上

さ
せ
る
た
め
に
は
、
現
行
の
定
数
22
人
が
望
ま

し
い
形
で
あ
る
が
、
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
と

結
論
付
け
た
。
あ
わ
せ
て
、
議
員
報
酬
に
つ
い

て
は
、
２
つ
の
算
定
基
準
方
式
に
よ
り
、
増
額

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
結
論
付
け
た
。

　

以
上
の
内
容
に
つ
い
て
は
改
選
後
の
新
体
制

に
引
き
継
ぎ
、
市
民
の
意
見
を
い
た
だ
く
中
で
、

さ
ら
な
る
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ
と
と
な
っ

た
。

　

新
体
制
に
な
っ
て
も
課
題
整
理
を
行
い
、
議

会
活
性
化
を
行
う
た
め
、
引
き
続
き
委
員
会
の

設
置
を
求
め
る
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

■
公
共
交
通
対
策
特
別
委
員
会

　

本
特
別
委
員
会
で
は
、
５
月
９
日
に
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
の
調
査
研
究
の
た
め
、
永
平
寺
町

の
「
近
助
タ
ク
シ
ー
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

視
察
を
行
っ
た
。

　

近
助
タ
ク
シ
ー
は
、
住
民
を
対
象
と
し
た
予

約
制
乗
り
合
い
の
デ
マ
ン
ド
型
交
通
で
あ
り
、

グ
ル
ー
プ
で
乗
り
合
う
こ
と
、
地
元
住
民
が
ド

ラ
イ
バ
ー
を
務
め
る
こ
と
な
ど
で
、
外
出
の
機

会
が
増
え
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
へ
も
繋
が
っ
て
い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
住
民
主
体
の
取
り
組
み
を
視

察
で
き
た
こ
と
は
有
意
義
で
あ
っ
た
が
、
自
治

体
の
負
担
が
大
き
い
と
い
う
印
象
で
あ
っ
た
と

の
意
見
が
な
さ
れ
た
。

　

本
特
別
委
員
会
は
、
令
和
２
年
７
月
臨
時
会

に
お
い
て
、
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
、
越
前
た
け

ふ
駅
の
開
業
に
伴
う
地
域
公
共
交
通
の
整
備
お

よ
び
利
用
促
進
に
関
し
、
総
合
的
に
調
査
研
究

を
進
め
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
。

　

以
来
、
現
状
や
課
題
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

越
前
た
け
ふ
駅
周
辺
な
ど
の
現
場
視
察
を
行
い
、

さ
ら
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
並
行
在
来
線
や
、

新
幹
線
新
設
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
先
行
自
治

体
へ
の
視
察
を
行
う
な
ど
、
研
究
を
深
め
た
。

　

こ
れ
ら
の
調
査
研
究
を
踏
ま
え
、
委
員
か
ら

は
、令
和
６
年
の
北
陸
新
幹
線
「
越
前
た
け
ふ
駅
」

の
開
業
に
向
け
、
二
次
交
通
や
並
行
在
来
線
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
意

見
が
な
さ
れ
、
今

後
も
地
域
公
共
交

通
に
つ
い
て
、
議

会
全
体
で
共
有

し
、
研
究
を
深
め

て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
の
認
識
で
一

致
し
た
。

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会  

委
員
長
報
告

委
員
長
報
告

６
月
７
日
～
９
日
、
16
日
に
各
常
任
委
員
会
を
開

催
し
、
議
案
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
本
会
議
最
終

日
に
行
わ
れ
た
委
員
長
報
告
か
ら
、
審
査
結
果
報

告
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

特
別
委
員
会

特
別
委
員
会

委
員
長
報
告

委
員
長
報
告

こ
れ
ま
で
の
活
動
と
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
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７
期
目
の
議
会
モ
ニ
タ
ー
始
ま
る

議 案 の 議 決 結 果
　令和４年６月越前市議会定例会に提出された議案と議決結果は次のとおりです。

　

越
前
市
議
会
で
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
反

映
し
た
議
会
運
営
を
目
指
し
て
、
議
会
モ

ニ
タ
ー
制
度
を
平
成
28
年
度
か
ら
導
入
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
新
た
な
議
会
モ
ニ

タ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。
議
会
モ
ニ
タ
ー

は
、
議
会
の
傍
聴
を
行
い
、
議
会
運
営
に

つ
い
て
意
見
や
提
案
を
い
た
だ
き
、
議
員

と
も
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん

岩
田　

良
司

（
越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合
推
薦
）

宇
野　

純
子
（
武
生
商
工
会
議
所
推
薦
）

加
藤
の
ぶ
子
（
公
募
）

児
玉　
　

勝
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
推
薦
）

田
畑　
　

剛
（
武
生
商
工
会
議
所
推
薦
）

内
藤　

則
幸
（
公
募
）

中
野　

博
美
（
市
女
性
会
推
薦
）

仲
保　

則
子
（
公
募
）

藤
井　

武
宏
（
市
商
工
会
推
薦
）

万
所　

繁
雄
（
市
自
治
連
合
会
推
薦
）

三
田
村
範
幸

（
市
い
き
い
き
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
推
薦
）

向
井　
　

智
（
武
生
青
年
会
議
所
推
薦
）

山
田
佐
智
生

（
連
合
福
井
丹
南
地
域
協
議
会
推
薦
）

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

会　派　名　　
議　員　名　　

　　議　　案

賛　　　　　　否
会派　創至 市民ネットワーク 誠和会（自民） 共産 政新会 未馬会 諸 諸 諸

吉
村
　
美
幸

中
西
　
昭
雄

清
水
　
一
德

題
佛
　
臣
一

小
形
　
善
信

砂
田
　
竜
一

小
玉
　
俊
一

吉
田
　
啓
三

三
田
村
輝
士

大
久
保
健
一

川
﨑
　
俊
之

前
田
　
一
博

片
粕
正
二
郎

加
藤
　
吉
則

前
田
　
修
治

安
立
　
里
美

川
崎
　
悟
司

近
藤
　
光
広

橋
本
弥
登
志

桶
谷
　
耕
一

大
久
保
惠
子

城
戸
　
茂
夫

意見書案第3号 保育所等の最低基準（職員配置・設備の面積基準）と、保育士の処遇の
抜本的な改善を求める意見書の提出について（可決） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

請願第3号 「水田活用の直接支払い交付金」の見直しの中止を求める請願（否決） × × × ○ × ○ × × ○ × 議
長 × × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

請願第4号 インボイス（適格請求書）制度の中止を求める請願（否決） × × × ○ × ○ × ○ ○ × 議
長 × × ○ ○ ○ × × × × ○ ×

賛 否 の 公 表
　賛成・反対の双方があった議案などについて表示します。（賛成：◯、反対：×、欠席：欠）

（注）議長は採決には加わっていません。　　共産：日本共産党議員団　  諸：諸派

若
者
の
投
票
率
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
は

仁
愛
大
学
生
と
の
語
る
会

（
総
務
委
員
会
）

　

全
国
的
に
選
挙
の
投
票
率
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
特
に
20
代
は
10
％
台
と
低
く
推

移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
者
の
投
票
率

向
上
に
つ
い
て
、
当
事
者
で
あ
る
若
者
世

代
の
率
直
な
意
見
を
聞
く
た
め
、
５
月
10

日
に
仁
愛
大
学
生
と
の
語
る
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
誰
に
投
票
し

て
も
同
じ
と
い
う
感
じ
が
す
る
」「
魅
力
の

あ
る
人
や
共
感
で
き
る
人
が
い
な
い
」「
高

齢
者
の
方
が
若
者
よ
り
多
く
、
自
分
が
一

票
を
投
じ
て
も
価
値
が
な
い
と
思
う
」「
就

職
活
動
の
方
が
優
先
度
が
高
い
」
な
ど
選

挙
や
政
治
を
身
近
な
問
題
と
し
て
感
じ
取

れ
な
い
と
す
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
、
毎
日

の
生
活
を
発
信
し
て
も
ら
う
と
魅
力
は
伝

わ
る
と
思
う
」「
政
治
の
仕
組
み
に
つ
い
て
、

知
識
を
身
に
着
け
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
、

双
方
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
る
中
で
、
魅
力

が
あ
る
議
員
像
に
つ
い
て
、
議
員
と
学
生

と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
が
浮
き

彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、「
得
ら
れ
た
ア
イ
デ
ア
や

生
の
声
を
今
後
の
議
会
、
議
員
活
動
に
生

か
し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

地
域
福
祉
に
対
す
る

深
い
地
域
の
理
解
が
重
要

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
語
る
会

（
教
育
厚
生
委
員
会
）

　

地
域
共
生
社
会
の
拠
点
と
な
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
現
状
と
課
題
、
意
見
を
聞
く
た
め
、

４
月
21
日
に
語
る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
は
「
地
域
か
ら
の
相
談
が

非
常
に
多
く
な
り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
増
員
が

必
要
だ
が
、
人
件
費
の
問
題
か
ら
難
し
い
」「
認

知
症
に
対
す
る
正
確
な
知
識
が
な
い
こ
と
が
原
因

で
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
地
域

に
正
確
な
知
識
を
広
め
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
、

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
み

で
全
て
の
問
題
が
解
決
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、

市
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
、
各
セ
ン
タ
ー
の
力

が
発
揮
で
き
る
の
で
、
各
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
相
談
・

要
請
に
即
座
に
対
応
で
き
る
庁
内
の
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
要
望
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
環
境
に
向
け
て

福
井
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
武
生
地
区
と
の
語
る
会

（
産
業
建
設
委
員
会
）

　

現
在
の
業
界
が
抱
え
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、

現
状
と
課
題
、
意
見
を
聞
く
た
め
、
４
月
22
日
に

福
井
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
武
生
地
区
と
の
語

る
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
、「
賃
貸
住
宅
の
需
要
が
多
く
、

ア
パ
ー
ト
が
足
り
て
い
な
い
」「
高
齢
化
率
が
高

く
な
っ
て
お
り
、
民
生
委
員
の
協
力
が
必
要
に

な
っ
て
い
る
」
な
ど
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
協
会
か
ら
は
、
中
心
市
街
地
の

空
き
家
対
策
と
し
て
、
狭
い
道
路
の
将
来
的
な
解

消
、
用
途
地
域
の
さ
ら
な
る
見
直
し
、
定
住
化
促

進
の
た
め
に
解
体
費
補
助
金
制
度
を
復
活
さ
せ
る

こ
と
、
な
ど
の
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、「
今
や
外
国
人
抜

き
で
は
地
域
が
成
り
立
た
な
い
。
行
政
に
よ
る
日

本
語
支
援
の
強
化
が
必
要
」「
空
き
家
の
土
地
と

建
物
の
所
有
者
が
違
う
ケ
ー
ス
が
多
く
、
法
定
相

続
人
が
解
体
費
用
を
持
ち
た
く
な
い
と
い
っ
た
理

由
か
ら
、
相
続
放
棄
が
増
え
、
空
き
家
解
体
が
進

ま
ず
空
き
地
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

第２回議会モニター会議（7月12日開催）

議　　案 件　　　　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第37号 令和4年度越前市一般会計補正予算（第2号） 総務
教育厚生 可決（全員）

議案第38号 工事の請負契約について 可決（全員）

意見書案第3号 保育所等の最低基準（職員配置・設備の面積基準）と、保育士
の処遇の抜本的な改善を求める意見書の提出について 教育厚生 可決（多数）

請願第2号 保育所等の最低基準（職員配置・設備の面積基準）と、保育士
の処遇の抜本的な改善を求める意見書の提出を求める請願 教育厚生 みなし採択

請願第3号 「水田活用の直接支払い交付金」の見直しの中止を求める請願 産業建設 不採択
（賛成少数）

請願第4号 インボイス（適格請求書）制度の中止を求める請願 総務 不採択
（賛成少数）

議　　案 件　　　　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第27号 令和4年度越前市一般会計補正予算（第1号）
総務

教育厚生
産業建設

可決（全員）

議案第28号 越前市市税賦課徴収条例等の一部改正について 総務 可決（全員）
議案第29号 越前市職員の給与に関する条例等の一部改正について 総務 可決（全員）

議案第30号 越前市議会議員及び越前市長の選挙における選挙運動用
自動車の使用の公営に関する条例等の一部改正について 総務 可決（全員）

議案第31号 専決処分の承認を求めることについて
（令和3年度越前市一般会計補正予算（第10号）） 可決（全員）

議案第32号 専決処分の承認を求めることについて
（越前市市税賦課徴収条例の一部改正について） 可決（全員）

議案第33号 専決処分の承認を求めることについて
（越前市都市計画税条例の一部改正について） 可決（全員）

議案第34号 専決処分の承認を求めることについて
（越前市国民健康保険税条例の一部改正について） 可決（全員）

議案第35号 越前市議会の議員の長期欠席等に係る議員報酬等の特例
に関する条例について 可決（全員）

議案第36号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一
部改正について 可決（全員）

令和４年８月越前市議会臨時会に提出された議案と議決結果は次のとおりです。
議　　案 件　　　　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議案第39号 令和4年度越前市一般会計補正予算（第3号） 総務 
教育厚生 可決（全員）

議案第40号 監査委員の選任につき同意を求めることについて 同意（全員）

議場で仁愛大学生と議論

常任委員会　市民と議会との語る会報告

市　議　会　だ　よ　り令和4年（2022年）9月15日（　）3



６月定例会では、15人の議員が５月２７日、３０日、６月３日の３日間、一般質問を行いました。多くの質問項目の中から１人１項目を選び、ジャ
ンルごとに質問・答弁を要約して掲載しました。なお、詳しくは９月掲載予定の市議会ホームページ会議録検索システムをご覧ください。

市　政　運　営市　政　運　営 子育て子育て

会
派  

創
至

題だ
い

佛ぶ
つ　

臣し
ん

一い
ち

問 

１
月
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
個
人
情
報
が
流
出
し
、
４
月
に
は
廃
棄
文
書
の
搬
送
中

に
、
文
書
の
一
部
が
道
路
脇
に
落
下
す
る
事
案
が
発
生
し
た
。
情
報
流
出
事
故
を
二

度
と
起
こ
さ
な
い
た
め
に
ど
の
よ
う
な
改
善
を
し
た
の
か
。

答 

市
の
業
務
に
は
、
個
人
情
報
を
扱
う
も
の
が
数
多
く
あ
り
、
職
員
は
常
に
細
心

の
注
意
を
払
い
業
務
を
遂
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
再
発
防
止
の
徹
底
を
図
る
た

め
、
技
術
的
対
策
を
施
し
、
併
せ
て
定
期
的
な
職
員
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
組
織
的
に
強
化
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

他
の
質
問
項
目

　

			
・
薬
物
乱
用
防
止
に
つい
て

　

			

・
地
域
を
鳥
獣
被
害
か
ら
守
る
体
制
に
つい
て

個
人
情
報
の
管
理
を
徹
底
せ
よ

福　　　　　祉福　　　　　祉

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

砂す
な

田だ　

竜り
ゅ
う

一い
ち

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
促
す
市
の
対
応
策
は

問 

新
規
感
染
者
数
が
落
ち
つ
か
な
い
状
況
に
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
促
す
今
後
の
市

の
取
り
組
み
は
。

答 

夏
休
み
期
間
や
お
盆
の
帰
省
前
に
接
種
で
き
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
時
期
を
と

ら
え
な
が
ら
接
種
勧
奨
を
行
う
。
ま
た
、
市
の
集
団
接
種
会
場
で
発
熱
等
の
副

反
応
が
少
な
い
と
さ
れ
る
ノ
バ
バッ
ク
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
な
ど
、
３
回

目
接
種
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

他
の
質
問
項
目

　
			

・デ
ジ
タ
ル
技
術
と
市
政
の
連
携
に
つい
て

一 般 質 問一 般 質 問
6月定例会

問 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
ど
の
様
な
理
念
な
の
か
。
ま
た
、
な
ぜ
今
回
改
定
す
る
計
画

の
基
本
的
な
理
念
に
な
る
の
か
。

答 

本
市
で
は
、「
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
市
民
一
人
一
人
が
実
感
で
き
る
幸
せ
と
考

え
て
い
る
。未
来
を
予
測
す
る
の
が
困
難
な
情
勢
の
中
、到
達
点
を
設
定
し
向
かっ

て
い
く
よ
り
も
、
目
の
前
に
あ
る
課
題
の
解
決
を
積
み
上
げ
る
方
が
、
新
し
い
総

合
計
画
の
作
り
方
に
相
応
し
い
と
の
思
い
か
ら
、一
つ
の
挑
戦
を
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

他
の
質
問
項
目

　

			

・こ
れ
か
ら
の
季
節
の
安
全
対
策
に
つい
て

総
合
計
画
改
定
の
基
本
的
理
念
と
は

会
派  

創
至

中な
か

西に
し　

昭あ
き

雄お

医
療
的
ケ
ア
児
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
を
充
実
さ
せ
よ

問 

学
校
に
在
籍
す
る
医
療
的
ケ
ア
児
が
、
保
護
者
の
付
き
添
い
が
な
く
て
も
、
適
切
な

医
療
的
ケ
ア
や
支
援
を
受
け
る
た
め
の
、
看
護
師
等
の
配
置
や
そ
の
他
の
必
要
な
措

置
と
は
。

答 

学
校
と
市
教
育
委
員
会
が
連
携
し
な
が
ら
、
在
籍
校
に
お
け
る
支
援
に
つい
て
協

議
し
、
看
護
師
配
置
等
の
支
援
を
行
って
い
る
。
在
籍
校
の
看
護
師
、
特
別
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
養
護
教
諭
が
保
護
者
の
相
談
を
受
け
な
が
ら
、
主
治
医
の

指
示
の
も
と
医
療
的
ケ
ア
児
の
支
援
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

他
の
質
問
項
目

　

			

・
18
歳
成
人
への
消
費
者
被
害
防
止
施
策
の
推
進
に
つい
て

諸
派

桶お
け

谷た
に　

耕こ
う

一い
ち

問 

子
育
て
支
援
策
と
し
て
学
校
給
食
費
の
無
償
化
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
市
の
考
え

は
。
ま
た
、
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
一
部
負
担
金
５
０
０
円
の
撤
廃
時
期
は
、
い
つ

頃
を
目
途
と
し
て
い
る
の
か
。

答 

給
食
費
無
償
化
の
趣
旨
は
理
解
す
る
が
、
税
金
で
賄
う
こ
と
に
対
し
て
の
課
題

を
整
理
し
、
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
で
の
自
己
負
担
金
の
撤
廃
は
、
令
和
５
年
４
月
か

ら
の
実
施
を
め
ざ
す
。

他
の
質
問
項
目

　

			

・
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ
を
求
め
る
が
市
の
考
え
は

　

			

・コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
困
窮
世
帯
への
市
独
自
の
支
援
策
を
実
施
す
べ
き

学
校
給
食
や
、子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
を
進
め
よ

日
本
共
産
党
議
員
団

前ま
え

田だ　

修し
ゅ
う

治じ

在
宅
介
護
者
へ
の
紙
お
む
つ
の
購
入
支
援
を
拡
充
せ
よ

問 

当
市
に
お
け
る
在
宅
介
護
者
へ
の
紙
お
む
つ
購
入
支
援
事
業
の
要
件
は
、
要
介
護
２

以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
本
人
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
県
内
他

市
で
は
支
給
対
象
が
要
支
援
や
要
介
護
１
か
ら
で
あ
り
、
支
給
額
も
多
い
。
今
後
、

支
援
の
対
象
や
支
援
額
の
拡
大
を
考
慮
す
べ
き
で
は
。

答 

紙
お
む
つ
の
支
援
が
、
在
宅
介
護
の
負
担
軽
減
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
利
用
者
の
状
況
を
勘
案
し
、
支
給
対

象
者
等
に
つい
て
改
め
て
検
討
を
行
う
。

他
の
質
問
項
目

　

			

・
不
妊
治
療
の
現
状
と
今
後
の
支
援
に
つい
て

　

			

・
公
共
交
通
と
外
出
支
援
に
つい
て

政
新
会安あ

ん

立り
ゅ
う　

里さ
と

美み

問 

副
市
長
を
２
人
体
制
と
し
、
新
た
に
設
置
し
た
役
職
も
あ
る
反
面
、
廃
止
さ
れ
た

役
職
も
あ
る
。
令
和
５
年
３
月
に
は
部
長
級
、
理
事
級
職
員
か
ら
８
名
が
定
年
退

職
す
る
中
、
政
策
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答 

組
織
に
つい
て
は
、
直
面
す
る
行
政
課
題
や
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、

時
々
の
状
況
や
必
要
に
応
じ
て
改
廃
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
人
事
に
つい
て
も
そ

の
職
の
必
要
性
や
年
齢
構
成
等
も
踏
ま
え
柔
軟
に
配
置
し
機
能
的
な
体
制
の
構

築
に
努
め
て
い
る
。
２
人
体
制
と
し
た
副
市
長
に
つい
て
は
、
龍
田
副
市
長
は
新

駅
周
辺
の
開
発
及
び
企
業
誘
致
に
関
す
る
こ
と
、
小
泉
副
市
長
は
豊
富
な
行
政

経
験
を
生
か
し
、
全
体
を
担
当
し
て
い
く
。

人
事
体
制
の
方
針
を
示
せ

政
新
会川か

わ

崎さ
き　

悟さ
と

司し

重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

問 

障
が
い
（
児
）
者
の
困
難
ケ
ー
ス
等
に
つ
い
て
、
重
層
的
支
援
体
制
の
整
備
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
家
庭
の
事
情
に
応
じ
た
課
題
解
決
に
つ
な
げ
、
家
庭
全
体
を
支
え
る

体
制
と
な
ら
な
い
か
。

答 

本
事
業
は
、
各
分
野
の
専
門
性
を
生
か
し
つつ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
広
げ
て
隙

間
を
埋
め
る
も
の
で
あ
る
。
地
域
、
各
関
係
機
関
な
ど
の
多
様
な
関
係
者
の
理
解

と
協
働
に
よ
り
、
介
護
や
障
が
い
等
の
各
分
野
の
狭
間
の
ニ
ー
ズ
を
埋
め
て
い
く
こ

と
で
、
家
族
丸
ご
と
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
き
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問
項
目

　

			

・
市
の
花　

菊
の
振
興
に
つい
て

　

			

・
副
市
長
２
名
体
制
に
つい
て

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

三み

田た

村む
ら　

輝て
る

士し
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教　育教　育観　光観　光選　　挙選　　挙

日
本
共
産
党
議
員
団

加か

藤と
う　

吉よ
し

則の
り

問 

一
部
償
還
免
除
制
度
の
拡
充
と
給
付
型
奨
学
金
創
設
を
要
望
す
る
が
、市
の
所
見
は
。

答 

一
部
償
還
免
除
制
度
や
給
付
型
奨
学
金
は
、
経
済
的
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
世

帯
の
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
応
援
で
き
る
制
度
で
あ
る
。
現
在
は
、
日
本
学
生

支
援
機
構
の
給
付
型
の
奨
学
金
や
、
卒
業
後
に
市
内
に
定
住
す
る
こ
と
で
２
分

の
１
の
額
の
償
還
を
免
除
す
る
市
の
奨
学
金
制
度
を
周
知
し
、
奨
学
金
を
必
要

と
す
る
学
生
に
情
報
を
届
け
、
進
学
の
後
押
し
を
図
って
い
く
。

他
の
質
問
項
目

　

			

・
水
田
活
用
交
付
金
見
直
し
に
お
け
る
農
家
への
対
応
策
は

　

			

・
福
島
原
発
汚
染
処
理
水
の
「
安
全
」
宣
伝
チ
ラ
シ
に
つい
て
の
所
見
は

奨
学
金
制
度
を
拡
充
し
、教
育
の
機
会
均
等
を
図
れ

ま　ち　づ　く　りま　ち　づ　く　り農　政農　政

未
馬
会近こ

ん

藤ど
う　

光み
つ

広ひ
ろ

問 

「
越
前
た
け
ふ
」
駅
周
辺
の
先
端
研
究
施
設
誘
致
に
伴
う
、
次
世
代
交
流
拠
点
の
設

置
計
画
に
お
い
て
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
子
ど
も
を
含
む
市
民
や
観
光
客
が
広
く

利
活
用
で
き
、
定
住
化
促
進
に
繋
が
る
機
能
、
施
設
と
な
る
よ
う
検
討
せ
よ
。

答 

次
世
代
交
流
拠
点
の
形
成
に
つい
て
は
、
市
民
や
多
様
な
人
材
が
集
え
る
よ
う
な
、

高
次
機
能
を
担
う
官
民
連
携
施
設
を
考
え
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
集
積

に
よ
り
、多
様
な
雇
用
が
創
出
さ
れ
、定
住
化
促
進
も
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

他
の
質
問
項
目

　
			

・
未
婚
者
の
増
加
の
歯
止
め
策
に
つい
て

北
陸
新
幹
線「
越
前
た
け
ふ
」駅
周
辺
開
発
の
方
向
性
を
示
せ

諸
派

大お
お

久く

保ぼ

惠け
い

子こ

問 

「
防
災
の
視
点
」
か
ら
、
老
朽
危
険
空
家
等
の
解
体
に
は
補
助
金
が
付
い
て
い
る
が
、

「
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
」
か
ら
、
ま
ち
な
か
の
空
き
家
解
体
に
も
補
助
金
の
復
活
を

求
め
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
で
公
費
を
投
入
す
る
こ
と
は
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ

る
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

答 

空
き
家
に
つい
て
は
、
法
で
規
定
す
る
財
産
権
や
所
有
権
に
基
づ
き
、
所
有
者
が

管
理
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
個
人
資
産
で
あ
る
空
き
家
に
、
解
体
の
み
の

補
助
は
考
え
て
い
な
い
。

他
の
質
問
項
目

　

			

・
市
の
持
続
可
能
な
農
業
に
つい
て

　

			

・Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
に
向
け
て

ま
ち
な
か
の
空
き
家
対
策
を
改
善
せ
よ

問 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

答 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
自
然
豊
か
な
農
山
漁
村
に
滞
在
し
、
地
域
の
人
々

と
の
交
流
を
通
し
て
、
農
山
漁
村
な
ら
で
は
の
暮
ら
し
や
体
験
等
を
楽
し
む
余

暇
活
動
と
捉
え
て
い
る
。
今
後
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
訪
問
、
滞
在
地
と
し
て
魅

力
発
信
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
捉
え
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
受
け
皿
と
し
て
の
可
能

性
や
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
代
表
と
す
る
自
然
環
境
を
生
か
し
た
資
源
を
磨
き
あ
げ
、

都
市
住
民
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

他
の
質
問
項
目

　

			

・ス
ポ
ー
ツ
推
進
プ
ラ
ン
に
つい
て

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
よ

未
馬
会橋は

し

本も
と

弥や

登と

志し

問 

自
動
車
が
便
利
に
利
用
で
き
る
地
域
に
買
い
物
が
集
中
し
て
い
る
現
実
が
あ
る
。

冬
場
は
特
に
消
雪
設
備
が
整
っ
て
い
る
地
域
が
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
、

東
西
間
で
の
消
雪
に
関
す
る
県
の
動
向
は
。

答 

県
道
武
生
美
山
線
の
消
雪
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
新
規
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
た
。
市
街
地
と
東
部
地
域
を
結
ぶ
重
要
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
に
対
し
、
早
期
完
成
を
要
望
し
て
い
く
。

他
の
質
問
項
目

　

		

・
使
用
済
み
Ｐ
Ｃ
、
小
型
家
電
の
回
収
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つい
て

消
雪
設
備
整
備
の
進
展
は

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

小こ

玉だ
ま　

俊し
ゅ
ん

一い
ち

議
員
在
職
35
年
以
上

・
全
国
市
議
会
議
長
会

・
北
信
越
市
議
会
議
長
会

議
員　

片　

粕　

正
二
郎

議
員
在
職
15
年
以
上

・
全
国
市
議
会
議
長
会

・
北
信
越
市
議
会
議
長
会

議
員　

三
田
村　

輝　

士

議
員　

安　

立　

里　

美

議
員　

大
久
保　

惠　

子

表 　彰

問 

燃
油
・
肥
料
高
騰
緊
急
対
策
事
業
の
主
旨
と
概
要
は
。
ま
た
、
他
自
治
体
で
の
支
援

と
の
差
異
は
。

答 

燃
油
・
肥
料
等
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
作
業
に
係
る
高
騰
分
に
対

し
緊
急
に
支
援
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。
支
援
単
価
は
10
ア
ー
ル
当
た
り
９
７
０

円
で
、
転
作
作
物
や
園
芸
等
も
支
援
対
象
に
含
み
、
他
自
治
体
と
異
な
り
上
限

額
は
設
定
し
て
い
な
い
。
他
自
治
体
で
は
、
秋
季
を
含
む
通
年
で
の
支
援
と
聞

い
て
い
る
。
本
市
で
は
、
今
回
春
先
の
状
況
で
支
援
を
実
施
し
た
が
、
今
後
も
、

肥
料
高
騰
、
負
担
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
情
勢
を
注
視
し
、
必
要

な
支
援
を
し
っ
か
り
と
行
って
い
く
。

他
の
質
問
項
目

　

			

・
聴
覚
障
害
者
の
普
通
学
級
受
け
入
れ
の
配
慮
に
つい
て

　

			

・
子
ど
も
条
例
の
周
知
と
名
称
及
び
内
容
の
再
検
討
を

深
刻
な
農
家
経
営
を
救
済
せ
よ

誠
和
会
（
自
民
）

大お
お

久く

保ぼ

健け
ん

一い
ち

問 

病
院
や
施
設
で
の
不
在
者
投
票
の
実
施
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
移
動

が
困
難
な
人
に
対
す
る
支
援
の
考
え
方
は
。

答 

公
職
選
挙
法
で
は
、
投
票
所
で
投
票
で
き
な
い
人
の
た
め
に
不
在
者
投
票
制
度

を
設
け
て
お
り
、
病
院
等
の
施
設
に
お
け
る
投
票
と
一
定
の
介
護
度
や
障
が
い

の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
郵
便
に
よ
る
投
票
が
あ
る
。
昨
年
の
市
長
選
挙
で
は
、

病
院
や
介
護
施
設
な
ど
25
施
設
で
、
入
院
・
入
所
者
１
７
６
人
が
施
設
投
票
を

行
い
、
９
人
が
郵
便
投
票
を
利
用
し
た
。
郵
便
投
票
に
つい
て
は
、
利
用
者
が
少

な
い
た
め
、
制
度
の
周
知
を
強
化
し
て
い
く
。
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
利
用
で

き
る
対
象
者
を
拡
大
す
る
制
度
改
正
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

他
の
質
問
項
目

　

			

・
介
護
保
険
制
度
に
つい
て

投
票
所
へ
の
移
動
が
困
難
な
人
へ
の
支
援
策
を
示
せ

会
派　

創
至

吉よ
し

村む
ら　

美み

幸ゆ
き

※一般質問 議員が行政全般にわたり、市長等の理事者に対し、事務の執行状況や将来の方針等について説明を求め、疑問点をただすために
行う質問のことをいいます。
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　地方自治法、越前市議会政務活動費の交付に
関する条例に基づき、議会機能の充実強化と、
議員の政策立案のための活動基盤の充実を図る
ことなどを目的として、越前市議会議員の調査
研究その他の活動に資するために必要な経費の
一部として交付されます。
　政務活動費の交付および政務活動費を充てる
ことができる範囲については、越前市議会政務
活動費の交付に関する条例に定められています。

◎ 政務活動費を充てる事ができる経費
議員が行う調査研究、研修、広報、広聴、住民相談、要請、陳情、各種会議への参加等市政
の課題および市民の意思を把握し、市政に反映させる活動その他住民福祉の増進を図るため
に必要な活動に要する経費

◎ 交付額
年間 720,000 円（月額 60,000 円を四半期ごとに支給）

議員氏名 支出額 執行率 主な支出　
吉　村　美　幸 284,712 39.5% 議会報告だより発行 （275,112） タブレット端末通信費 （9,600）
中　西　昭　雄 554,096 77.0% 議会報告だより発行 （514,736） 新聞購読料 （29,760） ほか

砂　田　竜　一 537,176 74.6% 議会報告だより発行 （527,576） タブレット端末通信費 （9,600）
清　水　一　德 175,419 24.4% 議会報告だより発行 （160,699） タブレット端末通信費等 （14,720）
桶　谷　耕　一 483,903 67.2% 議会報告だより発行 （419,425） 新聞購読料 （48,000） ほか

近　藤　光　広 660,590 91.7% 議会報告だより発行 （404,724） タブレット端末通信費等 （128,462） ほか

橋　本　弥登志 720,000 100.0% 議会報告だより発行 （494,704） タブレット端末通信費等 （205,496） ほか

小　玉　俊　一 615,846 85.5% 議会報告だより発行 （483,865） タブレット端末通信費等 （81,735） ほか

加　藤　吉　則 720,000 100.0% 議会報告だより発行 （524,523） タブレット端末通信費等 （74,925） ほか

大久保　健　一 9,600 1.3% タブレット端末通信費 （9,600）
吉　田　啓　三 138,300 19.2% 議会報告だより発行 （128,700） タブレット端末通信費 （9,600）
題　佛　臣　一 720,000 100.0% 議会報告だより発行 （710,400） タブレット端末通信費 （9,600）
三田村　輝　士 699,377 97.1% 議会報告だより発行 （636,160） タブレット端末通信費等 （41,417） ほか

安　立　里　美 573,801 79.7% 議会報告だより発行 （544,881） タブレット端末通信費等 （27,870） ほか

大久保　惠　子 622,273 86.4% 議会報告だより発行 （550,131） タブレット端末通信費等 （19,936） ほか

川　崎　悟　司 720,000 100.0% 議会報告だより発行 （680,121） 新聞購読料 （30,279） ほか

城　戸　茂　夫 288,418 40.1% 議会報告だより発行 （190,914） 書籍等 （87,904） ほか

小　形　善　信 348,792 48.4% 議会報告だより発行 （170,598） 書籍等 （128,044） ほか

前　田　一　博 9,600 1.3% タブレット端末通信費 （9,600）
前　田　修　治 134,838 18.7% 議会報告だより発行 （101,640） タブレット端末通信費等 （17,670） ほか

片　粕　正二郎 96,980 13.5% パソコン等 （96,980）
川　﨑　俊　之 134,560 18.7% パソコン等 （134,560）

合　　計 9,248,281 58.4%

議員氏名 支出額 執行率 主な支出　
吉　村　美　幸 240,000 100.0% 議会だより発行 （229,720） タブレット端末通信費 （3,200） ほか

中　西　昭　雄 202,004 84.2% 議会だより発行 （174,296） 新聞購読料 （24,508） ほか

砂　田　竜　一 3,200 1.3% タブレット端末通信費 （3,200）
清　水　一　德 3,200 1.3% タブレット端末通信費 （3,200）
桶　谷　耕　一 19,200 8.0% 新聞購読料 （16,000） タブレット端末通信費 （3,200）
近　藤　光　広 66,286 27.6% 複合機リース料等 （42,846） 新聞購読料 （23,440）
橋　本　弥登志 240,000 100.0% 議会だより発行 （236,800） タブレット端末通信費 （3,200）
小　玉　俊　一 214,542 89.4% 議会だより発行 （159,498） タブレット端末通信費等 （31,813） ほか

加　藤　吉　則 128,879 53.7% 議会だより発行 （95,288） タブレット端末通信費等 （26,227） ほか

大久保　健　一 3,200 1.3% タブレット端末通信費 （3,200）
吉　田　啓　三 3,200 1.3% タブレット端末通信費 （3,200）
題　佛　臣　一 40,776 17.0% 書籍 （20,900） タブレット端末通信費 （3,200） ほか

三田村　輝　士 215,212 89.7% 議会だより発行 （158,849） タブレット端末通信費等 （47,983） ほか

安　立　里　美 189,782 79.1% 議会だより発行 （186,582） タブレット端末通信費 （3,200）
大久保　惠　子 180,733 75.3% 議会だより発行 （150,547） タブレット端末通信費等 （14,992） ほか

川　崎　悟　司 189,781 79.1% 議会だより発行 （186,581） タブレット端末通信費 （3,200）
城　戸　茂　夫 110,065 45.9% 議会だより発行 （79,157） 書籍等 （27,708） ほか

小　形　善　信 78,448 32.7% 議会だより発行 （16,676） タブレット端末通信費等 （46,732） ほか

前　田　一　博 3,200 1.3% タブレット端末通信費 （3,200）
前　田　修　治 11,270 4.7% タブレット端末通信費等 （11,270）
片　粕　正二郎 3,200 1.3% タブレット端末通信費 （3,200）
川　﨑　俊　之 51,261 21.4% 書籍 （26,730） 市政報告会経費 （21,331） ほか

合　　計 2,197,439 41.6%

令和3年度 議員別収支一覧表 令和3年度 議員別収支一覧表 （令和3年4月〜（令和3年4月〜令和4年3月令和4年3月））  （単位：円）（単位：円）

令和4年度 議員別収支一覧表 令和4年度 議員別収支一覧表 （令和4年4月〜（令和4年4月〜 7月7月））  （単位：円）（単位：円）

令和3年度・令和4年度
（7月分まで） 政務活動費収支を報告します

　越前市議会では、政務活動費の使途の透明性を確保し、開かれた議会の実現を図るため、議会
だよりでの収支報告の掲載、および市ホームページでは収支報告書に加え、領収書と活動結果報
告書を公開しています。
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議
員
紹
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※議席順に掲載
　しています

近
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藤
どう

 光
みつ

広
ひろ

4

❶ 野上町1-41-2
❷ 080-6363-3038
❸ 会派　郷働
❹ 2期

新駅周辺整備始め市政全
般に、市民目線で提案型
に心掛け活動する。

畑
はた

　勝
かつ

浩
ひろ

3

❶ 粟田部町32-19-5
❷ 43-0351
❸ 諸派
❹ 1期

話し合いが人をつくり、
まちをつくる。国際都市
越前市を目指します。

土
つち

田
だ

 信
のぶ

義
よし

2

❶ 帆山町17-2-1
❷ 23-5995
❸ 市民ネットワーク
❹ 1期

市民の声を大切にして反
映して参ります。

能
の

勢
せ

 淳
じゅん

一
いち

郎
ろう

1

❶ 神明町3-25
❷ 22-1709
❸ 会派　創至
❹ 1期

❶ 住所連絡先
❷ 電話番号
❸ 所属会派
❹ 越前市議会の期数

抱  負
北陸新幹線延伸による並
行在来線新駅を核とした
地域の街づくり。

砂
すな

田
だ

 竜
りゅう

一
いち

10

❶ 平出二丁目33-2
❷ 090-2377-3396
❸ 市民ネットワーク
❹ 2期

自然災害に強く、子育て
しやすい、元気に働ける、
明るい街作り。

桶
おけ

谷
たに

 耕
こう

一
いち

9

❶ 国府二丁目3-15
❷ 090-1391-5481
❸ 諸派（公明党）
❹ 2期

全ての人々が、住み慣れ
た地域で暮らし続ける地
域共生社会の実現。

中
なか

西
にし

 昭
あき

雄
お

8

❶ 家久町63-11-1
❷ 25-6115
❸ 会派　創至
❹ 2期

市民の声を市政に反映さ
せる為に議会の改革に取
り組みたい。

橋
はし

本
もと

 弥
や

登
と

志
し

6

❶ 牧町14-21
❷ 090-2123-7155
❸ 会派　郷働
❹ 2期

持続可能な地域社会づく
り。

清
し

水
みず

 一
かず

德
のり

7

❶ 新在家町11-11-1
❷ 080-3046-3371
❸ 一志会
❹ 2期

伝統産業や歴史が輝く宝
物発信の施策やそれに関
する様々な整備。

佐
さ

々
さ

木
き

 哲
てつ

夫
お

5

❶ 東庄境町29-22
❷ 43-0863
❸ 一志会
❹ 2期

農業や農村が抱える厳し
い課題解決や自治振興会
と公民館について。

安
あん

立
りゅう

 里
さと

美
み

16

❶ 御幸町14-4
❷ 22-7675
❸ 会派　創至
❹ 5期

一人一人の人権が守られ
る、県内一の福祉のまち
を目指します。

吉
よし

田
だ

 啓
けい

三
ぞう

22

❶ 西尾町16-21-18
❷ 27-2602
❸ 市民ネットワーク
❹ 3期

全員参加の決算特別委員
会や常任委員会の活性化
を進めていく。

三
み

田
た

村
むら

 輝
てる

士
し

15

❶ 余川町31-11
❷ 27-1837
❸ 市民ネットワーク
❹ 5期

子育て環境の充実と生活
困窮者を通じた、福祉社
会の実現。

前
まえ

田
だ

 修
しゅう

治
じ

21

❶ 国高三丁目12-9
❷ 090-8265-9770
❸ 諸派（日本共産党）
❹ 6期

学校給食費の無料化、子
どもの国保税均等割ゼロ
などの子育て支援。

題
だい

佛
ぶつ

 臣
しん

一
いち

14

❶ 小野谷町4-3-2
❷ 21-0203
❸ 会派　創至
❹ 5期

障がいのある人もない人
も共に支え合う地域共生
社会の取組と実現。

城
き

戸
ど

 茂
しげ

夫
お

20

❶ 京町一丁目2-12
❷ 22-0516
❸ 会派　郷働
❹ 6期

議会が議決した予算の執
行結果である決算審査に
より力点を置く。

小
こ

玉
だま

 俊
しゅん

一
いち

12

❶ 粟田部町42-3
❷ 42-0335
❸ 会派　郷働
❹ 3期

次世代に責任ある政治を
目指します。県間の交流
促進につとめます。

小
お

形
がた

 善
よし

信
のぶ

18

❶ 塚町31-9
❷ 22-3118
❸ 会派　創至
❹ 6期

議員自らを律する「議会
基本条例の元」市民の負
託に応えていきます。

川
かわ

﨑
さき

 俊
とし

之
ゆき

13

❶ 矢船町2-9-1
❷ 24-0205
❸ 誠和会（自民）
❹ 5期

全ての市民が暮らしやす
いまちづくりを全力で進
めていきます。

川
かわ

崎
さき

 悟
さと

司
し

19

❶ 矢船町4-1
❷ 22-3242
❸ 会派　郷働
❹ 6期

新駅周辺整備事業と次代
につなぐ地域コミュニ
ティの確立に向けて。

大
おお

久
く

保
ぼ

 健
けん

一
いち

11

❶ 上太田町28-12
❷ 23-1219
❸ 誠和会（自民）
❹ 3期

後世に誇れるまちづくり
を目指し、邁進してまい
ります。

大
おお

久
く

保
ぼ

 惠
けい

子
こ

17

❶ 北府3-3-18
❷ 090-7588-5355
❸ 諸派
❹ 4期

人（人権）と環境を大切に
する心豊かな潤いのある
落ち着いたまち。

議員氏名

議席
番号


